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こちらは 6 階にある保存庫の扉です。 

貴重資料や年代が古く破損しやすい資料などがここに保管されてお

り、温度と湿度が一定に保たれています。 

配架場所が“6 保存”や“6 要問”と表示された場合は窓口へお尋ね

下さい。閲覧の際は、閲覧申請書への記入と、図書利用券または身分証

明書のご提示をお願いしています。資料の状態によっては職員立ち合い

での閲覧となることがあります。 

～高崎市立中央図書館のお知らせ～ 

地域資料 編 

地域の資料や記録を残すことは、図書館において大切な仕事の一つです。 

ぜひ地域資料のエリアを覗いてみてください。新たな発見があるかもしれませんよ。 

地域資料は右のラベルのように、数字

の前に K がつきます。 

場所は、図書館 5 階の北西(高松中側)

の棚番号 KR1 から始まるエリアです。 

このコーナーの本は歴史や地域にゆかりのある人物についてだけではありま

せん。 

各種調査に必須である統計資料、見るだけで楽しい博物館や美術館の図録、

絶メシをはじめとしたグルメガイド。実は市内在住のあの作家や、群馬県を舞

台にした小説などもあるんですよ！ 

図書館の資料には地域資料と呼ばれる群馬県や県内市町

村に関する資料があるのをご存じですか。 

身近な内容なのに、なじみの薄い、そんな地域資料につ

いてご紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

 

 



 

 

 

 

 

 

 

高崎今昔 
写真でみる 

著・高崎市立中央図書館長 

前編では群響の移動音楽教室について記憶を辿りまし
た。 

小学校の時に群響の移動音楽教室でオーケストラの生
演奏に触れ、クラシック音楽を好きになった私は群響や
色々なオーケストラの演奏を聴くようになりました。 

今も群響の演奏を楽しみにしていますが、これまでで感
慨深かった演奏を少し紹介します。 

『群馬交響楽団50年史』の1988(昭和63)年の演奏記録
に「沼賀高崎市⾧市民葬」があります。市民葬は群響の奏
でるグリーグのオーセの死が流れるなか、多くの市民が献
花を捧げたと記憶しています。 

生前の沼賀市⾧は座談の妙を心得た方で、当時、音楽セ
ンターで行っていた市役所の仕事始め式で、その挨拶を聞
くのを職員は楽しみにしていました。 

群響は映画「ここに泉あり」で知られていますが、草莽
期からマネージャーを務められていた丸山勝廣氏の楽団
葬は、小澤征爾氏、山本直純氏、手塚幸紀氏の3人がタク
トを執られ、ベートーヴェンの「英雄」などが演奏されま
した。 

若き日の小澤征爾氏が群響を指揮していたことはつと
に知られています。世界的な名声を得た後の1992(平成4)
年1月の定期演奏会で振ったベートーヴェンの交響曲第7
番はオケと観客が一体化し、まさに“舞踏の聖化”。演奏に
酔いしれました。 

この時、第一バイオリン奏者として小澤氏の間近で演奏
をされていた渡会裕之氏は、『群馬音楽センター開館60周
年記念誌』に寄稿した一文で、満席の客席の熱気と、小澤
氏の本番での集中力、そのカリスマ性を身をもって知るこ
とができたとエピソードを交えて述懐されています。 

令和の今日、家族三代で群響の移動音楽教室を聴いたと
いう家庭も多いのではないでしょうか。 

今後も郷土の誇るオーケストラとして益々発展される
ことを期待したいと思います。 

丸山勝廣氏楽団葬；小澤征爾氏指揮 

（中央図書館所蔵） 

左；『群馬交響楽団50年史』 

右；『群馬音楽センター開館60周年記念誌』 

上記2冊は、中央図書館で閲覧・貸出可能です 

【 心に残る名演奏 】 第７回 記憶の中の群響 後編 

追記：今号を印刷するというところに小澤征爾氏の訃報が
入りました。その後の報道などで、改めて氏が残された業
績の大きさを感じました。その足跡の中に群響があり、移
動音楽教室や定期演奏会などで、私たちに大きな感動を与
えてくださったことに深く感謝いたします。 

ご冥福を心よりお祈り申し上げます。 


